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要　旨

日本の学校に通う外国人の児童生徒は年々増えており、全国の学校の₃校に₁校の割合で在籍している。しかし、
学校では受け入れ体制が十分に整っておらず、担当教員は外国人の子どもへの対応を手探りで行っているのが現状
である。そこで、教員を目指す学生に外国人の児童生徒を支援する活動に参加してもらい、子どもがどのような問
題を抱えているのか、どのような支援が必要なのかを考えてもらう機会を設けることにした。本稿では、本学の学
生が外国人の児童生徒の学習をオンラインで支援するという取り組みを紹介し、学生の記録に見られた学びをもと
に、その成果と課題を検討した。
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₁．はじめに

日本では、深刻な労働不足を解消するために、2019
年に外国人労働者の受け入れを拡大した。新たな在留
資格として「特定技能」が創設され、配偶者や子ども
などの家族滞在が認められることになった。これに伴
い、日本の学校では外国人の子どもが今後さらに増加
していくことが見込まれている。文部科学省（2019）
の調査から、日本の学校で学ぶ外国人の児童生徒は
2018年には約93,000人、このうち日本語指導が必要な
子どもは約50,000人で、₃校に₁校の割合で在籍して
いることが明らかになった。

宮城県の2018年度の調査によると、13市町村、35校
に105人の外国人の児童生徒が在籍している。35校の

すべてに日本語指導を担当する非常勤講師が配置され
ているわけではなく、母語で通訳できる支援員を派遣
してもらうのも容易ではないため、学校では子供や保
護者への対応に苦慮している。

外国人の児童生徒が増えているにもかかわらず、学
校では受け入れ体制が十分に整っているとは言えな
い。その理由として、学校には外国人児童生徒への対
応や日本語指導について学んだ教員がおらず、専門的
な資質・能力を備えた教員を養成するプログラムも発
展途上である（岡崎、2019）ことが挙げられる。つまり、
現場の教員は日本語や教科の指導のほか、文化の違い
に配慮が必要な生活指導などに手探りで対応せざるを
えないのが現状である。

本学は東北各県にある学校で活躍する教員を多数
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輩出してきた。そのため、本学には東北地方の教員を
目指す学生に対して、学校が現在抱えている課題や現
状を認識し、それに対する対応の仕方を考える機会を
提供することが求められている。

そこで、教員を目指す学生に外国人児童生徒を支援
する活動に参加してもらい、子どもがどのような問題
を抱えているのか、どのような支援が必要なのかを考
える機会を設けることにした。本稿では、本学の学生
が外国人の児童生徒の学習をオンラインで支援すると
いう取り組みを行い、学生の記録に見られた学びをも
とに、その成果と課題を検討する。

₂．外国人の子どもを支援する活動への協力

仙台市内で外国人の子どもの日本語や教科の学習
を支援する活動を行っているのは、「さっと日本語ク
ラブ」、「外国人の子ども・サポートの会」、「日本語を
母語としない小中学生のための夏休み教室」である。
筆者はこの₃つの活動に本学の学生を毎年20 ～ 30名
程度ボランティアとして派遣する形で支援を行ってき
た。

このうちの₁つ「日本語を母語としない小中学生の
ための夏休み教室」は、公益財団法人仙台観光国際化
協会（略称、SenTIA）が主催する事業である。この
教室は2019年で10年目を迎え、毎年参加している子ど
ものほか、来日したばかりで、平仮名やカタカナが読
めない子ども、日本語の日常会話を勉強したい子ども、
簡単な会話はできるが、学校の勉強にはついていけず、
宿題を手伝ってほしい子ども、学校の勉強にはついて
いけるが、語彙力や読解力、作文能力、理科などを更
に高めたい子どもなど、幼稚園から中学生までの幅広
い年齢の子どもが参加している。このように多様な子
どもたちが参加するため、教室では₁対₁での個人指
導を行っている。指導は子どもの指導経験が豊富なボ
ランティアと大学生（本学の学生を含む）である。

今年は新型コロナの影響で対面形式での実施が難
しいため、SenTIA からオンラインで開催できないか
という相談を受けた。そこで、これまで通り本学の学
生が外国人の子どもと実際に触れ合う機会となるのは
もちろんであるが、学校でもオンラインによる指導が
行われていく可能性もあるため、SenTIA と共催でオ
ンライン形式の教室を開催することにした。

₃．「オンライン教室」の概要

₃．₁．教室の企画と役割分担
オンラインによる教室の開催は、SenTIA にとって

も、本学にとっても初めての取り組みである。そこで、
期間・時間を短縮し、試行的に実施することにした。
ただし、これまでの夏休み教室の柱である「個別指導」
はそのまま継続することにした。教室の概要は表₁の
通りである。

日時は、仙台市立の学校が夏休みに入る前の週で、
午前中で授業が終わる学校が多いので子どもたちも参
加しやすいだろうと考えて設定した。対象を「外国に
つながる子ども」としたのは、外国籍の両親を持つ子
どもだけではなく、日本人と国際結婚をした家庭の子
どもや、両親が日本人でも海外で生活していた子ども
など、様々な背景を持つ子どもたちを想定したからで
ある。方法にはオンライン会議システム ”Zoom” を利
用することとし、SenTIA がライセンス契約を行った。
内容は子どもが希望する学習内容を中心に個別に支援
することとした。

オンライン教室の運営にあたって両者の役割を決
めた。本学では学生ボランティアの募集と当日の教室
運営を担当した。SenTIA は、参加する外国につなが
る子どもの募集、参加する子どもや保護者とのやりと
り、オンライン会議システムの手配・操作、広報を担
当した。

　
₃．₂．参加者

学内のポータルサイトで全学生向けに₇月23日に
募集メールを送信し、締め切りを₇月30日とした。参
加者は学生が12名で、外国につながる子どもは11名と
なった。

学生（S1 ～ S12）は、表₂に、学年、性別、コース・

日時：2020年₈月₅日、₇日の₂日間、14:00 ～ 15:00
対象：小学生から中学生程度の外国につながる子どもで、

学習支援を希望するもの
方法：オンライン会議システム “Zoom” を使用したオン

ライン教室
内容：子どもと学生ボランティアをオンラインでつなぎ、

子どもの日本語や教科学習の支援を行う

表₁　教室の概要
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専攻、外国人に対する日本語教育に関連する講義を受
講した経験、外国人児童生徒に関連するボランティア
経験の有無、学校でのボランティア経験の有無、1日
目及び₂日目の参加の有無を示す。有は「〇」、無は「×」
または斜線で示している。

外国につながる子ども（L1 ～ L11）は、表₃に、性
別、年齢、学年、国籍、日本語力（自己申告）、学校
の勉強で困っていることを示す。国籍は、国名から個
人が特定される可能性があるため、外国または日本と
した。「日本」には、両親のどちらかが外国籍、海外
から帰国して日本語が十分にできない子どもが含まれ
ている。また、学生の担当者（１日目、₂日目）もあ
わせて示す。これ以降、外国につながる子どもは「子
ども」と記す。

₃．₃．実施までの準備
₃．₃．₁．共有ドライブの作成

学生12名のすべてが₂日間参加できるわけではな
いため、情報が共有できるように Google に共有ドラ
イブを作成した。ドライブの中には、子どものリスト、
学生のリスト、₂日間の教室で行う内容と担当する学
生向けの支援のヒント、それぞれの子ども用のファイ
ルを用意した。ファイルには、子どものプロフィール
とバックグラウンド、保護者からのメッセージ、子ど
ものことをよく知っている「さっと日本語クラブ」の
担当者からの情報などを記載した。これらの情報を見

ることによって、学生が担当する子どもの様子などを
事前に把握できるようにした。

また、学生には教室終了時に子どものファイルに以
下の情報を記入してもらった。これにより、子どもを
担当する学生が₁日目と₂日目で異なる場合でも引継
ぎが可能となる。また、学生が子ども支援の活動の中
で、どのようなことに気づき、学んでいたかを知るた
めのデータとして用いる。

⑴　今日やったこと（活動内容）
⑵　子どもの様子
⑶　勉強したいこと・困っていることなど
⑷　次回のクラスでやったほうがいいこと
⑸　注意点など
⑹　今日の感想

₃．₃．₂．オンライン会議システムへの接続確認
オンライン会議システムに問題なく接続できるよ

うに、接続を確認する時間を設けた。SenTIA の担当
者が₈月₃日の午後に₂回（各₁時間）、接続確認の
ためのミーティングを行った。学生には₂回のうち都
合のいいほうの時間帯に参加するように依頼し、ほぼ
全員が参加した。このミーティングを行ったことで、
SenTIA の担当者と学生とがオンライン教室の前に顔
合わせをすることができた。

表₂　学生の参加者

学年 性別 コース・専攻 講義の
受講経験

外国人児童生徒
ボランティア経験

学校関連
ボランティア経験

₁日目
参加

₂日目
参加

S1 4 男 国語コース 〇 × 〇 〇 〇

S2 4 男 社会科教育専攻 × × 〇 〇 〇

S3 4 女 社会コース 〇 〇 〇 〇 〇

S4 4 女 社会コース × × × 〇 〇

S5 4 男 保健体育専攻 × × × 〇 ×

S6 4 男 数学科教育専攻 × × 〇 〇 ×

S7 4 女 国語コース 〇 〇 〇 × 〇

S8 4 女 英語コ―ス 〇 〇 〇 × 〇

S9 4 男 国語科教育専攻 〇 × 〇 × 〇

S10 3 女 理科コース × × × × 〇

S11 2 女 家庭科コース 〇 〇 〇 〇 ×

S12 1 男 理科教育専攻 × × × 〇 ×
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₃．₃．₃．学生の事前準備
学生にオンライン教室に主体的に関わってもらう

ため、₁日目の教室で実施するアイスブレイクのゲー
ムを考えてもうことにした。あまり難しい言葉を使わ
なくてもできるゲームを考えるように依頼した。

学生からは一人一文字で言葉を作る、あるテーマに
ついて30秒～ ₁分程度話すなどのアイディアが出た
が、語彙がわからないと答えられないものがあるため、
言葉に頼りすぎないゲームで、できるだけやさしい言
葉を使うようにと助言した。

₃．₃．₄．学生向けの支援のヒント
参加学生の半数は、外国人児童生徒に関する講義を

受けたことも、接したこともない。そのため外国から
来た子どもと接するにあたっての心構えとなる「やさ
しい日本語」についての情報を用意した（表₄）。

このほか、初回に子どもとの関係づくりが円滑にで
きるように、子どもに聞く質問のサンプル（名前、何
年生、何年何組、先生の名前は、学校は楽しいですか、
など）をいくつか提示した。質問攻めにならないよう
に、自分のことも話すようにアドバイスを行った。

₄．オンライン教室の実施内容

₄．₁．教室の目的
オンライン教室は初めてであるため、₁日目の目的

は学生と子どもの関係づくり、₂日目の目的は子ども
の個別学習支援とした。

表₃　子どもの参加者

子ども 性別 年齢 学年 国籍 日本語力
（自己申告）

学校の勉強で
困っていること

₁日目の
担当者

₂日目の
担当者

L1 女 6 小₁ 外国 上手に話せる 読むこと S11 筆者

L2 女 8 小₂ 外国 あまり話せない 日本語 S12 S10

L3 女 8 小₂ 外国 上手に話せる なし S3 S3

L4 女 9 小₃ 外国 あまり話せない 日本語 S4 S4

L5 男 8 小₃ 日本 上手に話せる 読むこと S4 　

L6 女 10 小₄ 外国 あまり話せない なし S5 S8

L7 女 11 小₅ 外国 上手に話せる 漢字 筆者 　

L8 男 13 小₆ 日本 あまり話せない 読むこと S1 S9

L9 男 12 小₆ 外国 あまり話せない 漢字、ことば S2 S2

L10 女 13 中₃ 外国 あまり話せない 日本語と歴史 S1 S1

L11 女 14 中₃ 外国 あまり話せない なし S6 S7

子どもたちと話すときは、やさしい日本語で話してく
ださい。みなさんが、お兄さん、お姉さんの気持ちでや
さしく接するのが何より大事です。

★やさしい日本語のポイント

①文を短く！
　学校で作っている給食って、おいしいよね。
→給食はおいしいですね。給食は学校で作りますね。

②文を長く続けない！
　コロナがたいへんだから、学校ではマスクをしたり手

をあらったりしているの？
→コロナは大変ですね。学校でもマスクをしますか。手

を洗いますか。

③文は単純に！
　学校では運動会などの行事がたくさん行われています

か。
→学校では運動会をしますか。
　学校ではマスクをしなければなりませんか。
→学校ではマスクをしますか。

④必要な情報を入れる！　
　明日いくつもりですか。
→あした、●●さんは、行きますか。

⑤小中学生でも分かりやすいような語彙を使う！

⑥できるだけ和語を使う！
　　以上のようなことに気をつけて、少しゆっくり話せ

ば通じると思います。通じないときは、言い換えたり、
絵を見せたり、ジェスチャーを使ったりして、頑張っ
てコミュニケーションをとってみてください。そうし
ていると、相手がどのぐらいの日本語なら、分かるの
かなというのが、少しずつわかってくると思います。

　　それから、子どもたちが答えるまで、ゆっくり待ち
ましょう。答えをちょっと聞いて、子どもの代わりに
すぐ答えてしまわないようにしましょう。（待つことは
とても大事です）

表４　学生向けへの支援のヒント
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₄．₂．₁日目（₈月₅日）
₁日目は表₅のような流れで教室を開催した。

教室の開催前に、学生、筆者、SenTIA の担当者が
教室活動の流れ、各自の役割を確認する時間を設けた。
教室の進行は筆者が行った。はじめのアイスブレイク
は、「₃，₂，₁，₀」で手を挙げてもらうという簡
単なゲームである。ネットワーク速度で手があがるタ
イミングがずれるのを楽しむゲームである。また、誕
生日の月で手を挙げてもらい、同じ月の人を探すとい
う簡単なアイスブレイクを行った。

次に、学生の考えたゲームを実施した。学生は自分
が担当する子どもに以下の質問から₁つ選んでその場
で質問をし、答えてもらうというゲームを用意してい
た。質問は以下の通りである。

①おみせをつくるなら、なにやさんをつくる？
②おしょうがつのたのしみといえば？
③いちどでいいからのりたいのりものは？
④いま、ハマっているとは？
⑤おとうさん、おかあさんのりょうりですきなもの

は？
⑥おきにいりのぶんぼうぐ（ぺんやけしごむ） をみ

せて！
⑦きらいなものは？
⑧もしねがいがかなうならなにをおねがいする？
⑨じぶんのがっこうのよいところは？
⑩むじんとうにいくならなにをもっていく？
⑪おすすめのほん、あにめ、まんがは ？ 
ゲームが始まると、子どもが質問に答えられないた

めに中断してしまうことが度々あった。日本語が母語
の子どもに聞くのであれば、特に問題がない質問であ
ると思われるが、外国の子どもたちには語彙や文化的

な背景などにも配慮した質問づくりが必要であること
に学生も気づいたようであった。

このあと、子どもと学生とのペアに分かれて、個別
の学習を行った。₁回目は関係づくりが目的であるた
め、自己紹介や子どもに質問しながら話すなどを中心
に行った。

最後に全体に戻り、感想を話してもらった。次回は
自分が勉強したいものを持ってくるようにと子どもに
指示した。

教室の後で、30分程度、学生一人一人が実際に行っ
たことや感想を共有し、次回の予定を確認した。学生
は担当した子どもの記録を共有フォルダ内のファイル
に記入した。

次回は個別学習の支援であるが、何を準備したらよ
いのか学生が困らないように、個別指導のアイディア
をいくつか紹介した。話す練習（小学校高学年～中学
生向け）にはマンガを用いたストーリーテリング、文
字や漢字学習（小学生向け）にはウェブ上教材、海外
にいる子ども（小学生）には母国の教育事情の紹介な
どである。

₄．₃．₂日目（₈月₇日）
₂日目（₈月₇日）は表₆のような流れで実施した。

₂日目も始まる30分前に学生と教室活動の流れ、各
自の役割分担について打ち合わせを行った。₂日目は
個別学習として、子どもの勉強したいことを支援する
ことを確認した。

この日は全員で顔合わせをしたのち、学生と子ども
のペアを確認し、個別学習を行った。最後に全体で集
まり、感想を話してもらい、手を振ってオンライン教
室を終えた。

この後、学生と個別学習についての情報共有を行っ

13:30　担当者と学生との打ち合わせ
　　　　（実施内容と役割の確認）
13:55　子どものログイン
14:00　オンライン教室のスタート
　　　　アイスブレイク（筆者）
14:10　アイスブレイク・ゲーム（学生）
14:25　個別学習（子どもと学生のペア）
14:55　全体でのふりかえり、今日の感想発表
　　　　次回の連絡事項
15:00　子どものログアウト
　　　　学生の感想、情報共有、次回の予定確認

13:30　学生との打ち合わせ
　　　　（実施内容と役割の確認）
13:55　子どものログイン
14:00　オンライン教室のスタート
　　　　子どもの様子の確認、ペアの確認
14:10　個別学習（子どもと学生のペア）
14:55　全体でのふりかえり、今日の感想発表
15:00　子どものログアウト
　　　　学生ふりかえり、情報共有

表₅　１日目の流れ

表₆　₂日目の流れ
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た。学生には共有ドライブ内の子どものファイルに記
録を残してもらうとともに、オンライン教室について
の事後アンケートにも回答してもらった。

₅．学生の記録に見られた気づきや学び
ここでは学生がファイルに記録したデータを示し、

その中に見られた気づきや学びを分析する。データ中
の個人情報に関する部分は除いた。下線は筆者が引い
たものである。

₅．₁．S₁
S1は₁、₂日目ともに L10を担当した。下線は筆者

が引いたものである。
⑴　₁日目の記録

英語を用いて日常会話をした。好きな科目や休日の
過ごし方、日本に来た経緯などを中心に会話をした。
私がした質問に淡々と応えてくれる様子だった。初め
はネット環境や、私の発したことばの意味が分からず、
悪いリズムの会話だった。しだいに質問によっては反
応が笑顔を見せ、楽しそうに会話をしている場面も
あった。最後には私の英語交じりの日本語での質問に
あまり聞き返すことなく受け答えができた。日本語を
用いた会話、とくに speaking が苦手だということだっ
た。会話の中で日本語で自己紹介を頼んだが、難しい
からやりたくないと返された。先生が言うように何か
課題があると進めやすいと思った。日本語の勉強にそ
こまで意欲的ではなさそうだったので、無理に日本語
を使うというよりは普段の勉強の中で本人が進めたい
ものや助けが必要なものを行うのがよいと感じた。日
本語の使用にこだわるのではなく、本人が居心地の良
い空間にしてあげることが今後にも必要だと感じた。

想像よりもずっと英語を使った会話だったので、む
しろ僕が英語での会話練習をさせてもらったという
形になった。L10が日本のマンガやアニメ、テレビを
見ないということと、私の英会話力の問題もあり、共
通点を見つけて話を進めていくことに苦労した。楽し
く会話というよりはインタビューのようになってしま
い、L10にとって辛い時間にならなかったかどうかが
心配である。
⑵　₂日目の記録

日本語で会話することに挑戦した。日本語に抵抗が
あるようで、特に話すことに一番苦手意識を抱えてい

る様子だった。個別ルームの中で「少しだけでもトラ
イしてみよう」と伝えると、簡単な自己紹介を日本語
でしてくれた。前回は名前すら言いたくないと言って
いたので少し気持ちが前向きになったかと感じた。日
本語の間違えを恐れず話すような姿勢がもっと身につ
くと上手になっていくと思った。リラックスした状態
で、出来る限り L10にとってストレスの少ない雰囲気
作りが大事だと感じた。

₁日目のオンライン学習があまり上手くいかな
かった。そこで今回は少しでも日本語を使う機会を設
けようと意気込んでいたが、L10自身の気持ちと私の
気持ちにギャップがあり日本語を使いたいとは思って
いない様子だった。中学生という時期もあるようで上
手く日本語が話すことが出来ない自分の姿が恥ずかし
いと感じているように思った。もっと時間をかけて
L10と他愛もない会話を気楽に出来るくらいまで信頼
関係を築いてから日本語の練習をしたいと思った。マ
ンツーマンで学習を進めていくという点ではすごく良
いアイディアだと思った。子ども達が楽しそうな表情
を見せてくれていたのが本当に参加してよかったと思
える瞬間だった。

　
以上の記録から、S1は₁日目に L10が日本語での会

話に苦手意識をもっていて、話したがらないことに気
づいた。S1は居心地のいい空間づくりが必要だと考
え、₂回目は少しでもいいからトライしようと声をか
けた。L10が中学生という年頃でもあり、ストレスな
く話せる雰囲気を作ること、そのための信頼関係構築
が必要との言及が見られた。

₅．₂．S₂
S2は₁、₂日目ともに L9を担当した。

⑴　₁日目の記録
学校は楽しい、勉強は楽しい、難しくない。理科や

パソコンが好き。将来の夢は未定。算数は苦手だが、
好き。現在は分数の引き算、掛け算、割り算をしている。
日本語の新聞（ふりがながついている）を父や妹と読
んでいる。家でたまに父や妹と日本語で会話する。現
在は自国にいて、コロナで外にはあまり行けない。自
国の好きなところは楽しいこと。幼稚園、保育園、学
校は昼寝の時間がある。日本は便利なところが好き（コ
ンビニやスーパーが家の近くにある）。日常生活は₈
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～ ₉時に起きて、12時に寝る生活、朝に運動している。
それ以外は勉強をしていることが多い。家の目の前に
コーヒー屋さんがあるが音楽がうるさい。行ってもつ
まらない。　　

以上のように、たくさん話してくれる。難しい話に
なると「分からない」と言う。自分から話をしてきたり、
質問してくることは少ない。日本語は上手。次回はもっ
と日本語で話したいと言っている。例えば、本を読む、
漫画の紹介など、話題をいくつか準備しておいた方が
いい。

初めて日本語を母語としない子どもに対するボラ
ンティア活動を行ったが、とても楽しかった。オンラ
インの難しさも感じたが、子どもたちは楽しそうに話
をしてくれてとても嬉しかった。
⑵　₂日目

話中心で、自国には友達がいなくてつまらないの
で、早く日本に帰りたい。来年から中学校、テストで
100点取りたい、部活動とかあまりわからない。ニン
テンドー switch、スマホ、パソコン、パソコンのマ
ウスが欲しいが、値段が高いから買えないと少し元気
なさげに言う。習い事やお父さんの宿題が大変、算数
はやめた。日本語や英語も少しやめたい様子、頭よく
なれるか不安、自国ではスマートテレビでゲーム実況
の YouTube や天気予報を見ている。

以上のようなことを基本的には明るく話してくれ
たが、勉強の話や将来の話の時は少し元気なさげにう
つむきがちで答えている。不安があるように感じた。
特に、いつになれば日本に帰れるのかが不安そうで
あった。関係性があまりない状況だった為、あまり踏
み込むことができなかったが、話したくないことや不
安に思っていることが話題に出ると態度や様子に出る
ため、そこに注意したほうがいい。

二日間という短い期間だったが、日本語を母語と
しない子どもと関わる経験をすることができてよかっ
た。子どもはみんな楽しそうに話してくれるが、不安
を抱えている部分もあることが実際に分かったので、
そういった精神的なケアも行っていければいいなと
思った。オンラインで行うことを経験していけば、よ
り充実した活動ができると思うので、続けていきたい。

以上の記録から、S2は新型コロナで日本に戻れず、
母国にいる L9と様々な話ができていた。L9は S2の質

問には答えるが、自分から話す、質問することはな
く、難しい話も分からないことに気づいた。₂日目に
は L9が勉強や将来の話になると元気がなくなり、不
安を抱えているように感じた。しかし、L9との関係
が十分に構築できていないため、踏み込んだ話はでき
なかった。S2は L9の日本語でのコミュニケーション
の課題に気づき、心理的な不安への配慮も必要だと述
べている。

₅．₃．S₃
S3は₁、₂日目ともに L3を担当した。

⑴　１日目の記録
自己紹介を兼ねて質問した。好きな教科や食べ物、

学校に関することなど。また、₂年生の漢字を書く練
習をした。L3は伝えたいことを頭の中で整理しなが
ら話しをしているように感じた。自分の意見をはっき
り言える人だという印象を受けた。また、褒めると非
常に嬉しそうにしていた。習った漢字を忘れやすく、
書こうとした時に思い出せないことがある。既習漢字
を中心に L3が希望する教材（教科書等）を使用した学
習をやった方が良いと思う。

全体的に自分の発話が多かったため、次回は L3か
ら話し出しやすい雰囲気を作っていきたいと思う。学
校のことについて質問した際に、頭の中で考えていた
ためか話し始めるのが遅かったので、改めて「待つ」
ことの重要性を身をもって感じた。
⑵　₂日目の記録

夏休みの宿題をやった。国語は漢字、算数は長さの
測り方を勉強した。L3は口に出しながら問題を解い
ており、ヒントを出すと「あ、そういうことか！」と
自分で気づけていた。国語の漢字は全問正解だったが、
算数の㎜から㎝に直す問題や長さの差を引き算で求め
る問題は「わからない！」と言っていた。本人からは
言われていないが、算数が少し苦手なようである。夏
休みの宿題を₁日分ずつ国語と算数をセットで進めて
いるようである。

前回の反省を踏まえ、質問をしたら答えが返ってく
るまで「待つ」ことができた。今回は L3から積極的に
問題について質問してくれたため、ピンポイントに教
えることができた。漢字について「完璧じゃん！」と
声をとても嬉しそうにしていたので、子どもと接する
際は褒めることを大切にしていきたいと思った。
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以上の記録から、S3は学習支援をする中で、L3の
学習の方法や好みに気づいた。また、L3が日本語で
話し出すまでに時間がかかるため、それを待つことの
必要性を感じていた。₂日目は₁日目の反省を生かし、
待つことを実践し、L3が好む方法で学習が進むよう
に支援を行っていた。S3は子どもの個性を見出し、そ
れに合わせた指導を心掛けていた。

₅．₄．S₄
S4は、₁日目は L4と L5の₂名、₂日目は L4を担

当した
⑴　₁日目の記録 

日本語での会話を中心に行った。好きなもの、嫌い
な食べ物、夏休みの予定、学校は楽しいか、また学校
で何をするのが好きかなどたくさん話ができた。また、
自分の名前を漢字で書いてもらい、見せてもらった。
L4はとても落ち着いていて、私が投げ掛けた質問を
しっかり聞いて答えた。私と別の子が話しているのを
聞いて笑っている様子もみられたので、人の話をしっ
かり聞くことが出来る子なのだなと感じた。自分の名
前を漢字で書くことができるか、という質問では、難
しい漢字も正しくきれいに書くことができていた。そ
の際、私の名前も紙に書いて見せたが、私の名前を見
て自分のノートか何かに書きとっているようだった。
L5は自分から話をどんどんしてくれる子で、日本語
で自分の好きなものを紹介してくれた。私から話を
振るばかりでなく、L5の方からも話しかけてくれた。
私と L4が話しているのを聞いて、リアクションをとっ
たり、会話に参加しようとしている様子がみられた。
日本語を使いこなし、積極的に話そうとしていた。

今回は L4がどれくらい読み書きができるか把握し
きれなかった。学校で困っていることがあるかは分か
らなかった。L4は漢字の勉強、小学校₂年生が学習
するような漢字の勉強を中心に行うのが良いと思う。
L4がどれくらい漢字を習得しているかを最初に確認
し、それに合わせて学習を進めていく必要があると思
う。L5も学校や日常生活で困っていることが何かを
把握することが出来なかったが、困っていることを確
認し、勉強を見てあげる時間を多めにとった方が良い
と思う。L5は積極的に会話してくれるのは嬉しいが、
L4と話している時も話しかけてくることがあるので、
L5と別の子を一緒にするときはもう一人の子をおろ

そかにせず、₃人で会話することを意識した方が良い
と感じた。

一言で言うと、とても楽しかった。私は外国人の方
と関わる機会がこれまでほとんどなかったので正直不
安だったが、L5が積極的に会話してくれたので、徐々
に緊張がほぐれ楽しんで会話をすることができた。ま
た、日本語の上手さに驚かされた。しっかり私の話や
質問を聞いて的確に答えてくれたり、自分の名前も漢
字で上手に書いてくれたりして、外国人の子どもを相
手にしているということを忘れてしまうほどだった。
本当に日本語ぺらぺらで、びっくりした。一番印象的
だったのは、L4が自分の名前を漢字でかくことがで
きていたことだ。小学校₁年生レベルの漢字を書くこ
とができるのは知っていたが、画数が多い漢字も正確
に書くことができていたのには驚かされた。L4が頑
張って漢字の勉強をしたのだなということが伝わって
きた。また、小学校₃年生とは思えないぐらい落ち着
いていて、私の話をしっかり聞いてくれていたのが嬉
しかった。たくさんお話することができて楽しかった。
本当に楽しくて、時間があっという間に過ぎた。次回
は漢字の学習を中心に行う予定だが、事前に準備をし
て L4の力になれるよう頑張りたいと思う。
⑵　₂日目の記録（L4のみ）

L4から、漢字の勉強がしたいとの話があったので、
小学校₂年生で学習する漢字の練習を中心に行った。
最初に、₁年生で学習する漢字を簡単なゲームを使っ
て軽く復習した。その後、Web 上で種類・分野別に
各学年の漢字の勉強が出来るサイトを画面共有しなが
ら₁文字ずつ、読み・書きを行った。今回はいきもの
に関する漢字について学習した。そして最後に、今回
学習した漢字の読み・書きのテストを行い、間違って
いたところの復習をした。ほとんどの時間を勉強に
使ったが、集中力を切らすことなく、最後まで漢字の
勉強に取り組んでいた。最後に行ったテストもほとん
ど正解で、間違ってしまったものも、しっかりと復習
している姿が見受けられた。私の話を最後まで聞いて
行動することが出来ていた。漢字の勉強が難しいと
言っていた。引き続き、₂年生で学習する漢字の練習
を中心に行うことだ。一度にたくさん行うのではなく、
数回に分けて行い、その都度定着度テストに取り組ま
せる方が良いのではないかと感じた。

オンラインならではの問題だが、とめやはねなど細
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かい部分まで L4が正しく書けているか見ることが出
来なかった。細かい部分まで正しく書くことができて
いるか、L4にも協力してもらって確認する必要があ
ると思った。

L4担当の₂日目。₁日目はフリートークで終わっ
てしまったので、今回は最初から漢字の勉強に取り組
んだ。用意した₁年生の漢字を使ったゲームも難なく
クリアしていたし、前のめりになって取り組んでくれ
たのが嬉しかった。₂年生の漢字の学習では、画面共
有して読みや書き順を確認しつつ進めることができ
た。₁文字ずつ読みや書き順などを確認しながら進め
ていったが、どの字も丁寧にかつスピーディーに書き
とることができていて驚いた。私が作ったテストで
はほとんど満点に近い点数で、L4の漢字の吸収力に
感心した。全体を通して、L4の集中力がとても高く、
時間があっという間に過ぎていくように感じた。もう
少し時間があったらもっと L4と一緒に勉強できたの
に、と少し残念に思った。今回で夏休みこども教室は
最後になるが、日本語を母語としない子どもと関わっ
て一緒に勉強したことを今後の私の教員人生に活かし
ていきたいと思う。また、改めて勉強を教えるという
ことの楽しさや喜びを感じる機会になった。今後も、
子どもたちと関わったり勉強したりできる機会があっ
たら是非参加したいと思う。

以上の記録より、S4は外国の子どもと初めて接し、
日本語で話せることや漢字が書けることに驚いてい
た。L4と L5の₂名とのやりとりの中で、個性の違い
にも気づいていた。₂日目は L4の漢字学習を支援す
るため、ゲームやウェブサイトを利用し、漢字が覚え
られたかどうかを確認するテストや復習も用意してい
た。オンラインによる漢字学習の問題点も指摘してい
るが、短時間で学習が効果的に行えるように工夫した
指導を行っていた。外国人の子どもと関わることの楽
しさや勉強を教える喜びなども感じていた。

₅．₅．S₅
S5は₁日目のみ参加で、担当は L6である。

⑴　₁日目の記録
話をしたが、こちらからの質問に答える形がほとん

どであった。緊張していた。しかし後半にはよく笑う
ようになっていた。漢字が難しいとのことだった。と

くに本人からの要望はなかった。特に要望がなければ
話で良いと思う。音声がお互いに聞こえない時があっ
た。

楽しかった。向こうが緊張しているようだったので
笑顔でいることと、ジェスチャーを多用することを心
掛けた。効果はある気がする。親指を立てて GOOD!
などマネするようになっていたし、こちらが緊張を緩
和させてあげられるような工夫が必要だと感じた。

以上の記録から、S5は L6が日本語の質問に答える
だけであることに気づき、楽しく話せるように笑顔や
ジェスチャーで緊張を解く工夫を行っていたことが分
かる。

　
₅．₆．S₆

S6は₁日のみの参加で、L11を担当した。
⑴　₁日目の記録

基本的に身の回りについての話、学校のことや日本
のこと、好きなことについて話をした。基本的に難し
い日本語でなければ会話可能。中学₃年生だが、結構
大人な感じ。かといって無口なわけでもない。こちら
が質問すればかなり答えてくれる。分からないとき、
答えが特に思いつかない時もしっかりと伝えてくれ
る。学校はすごい楽しいわけでもなくつまらないわけ
でもないらしい。友達と話したりするのは楽しいが、
勉強が難しそう。特に日本語、歴史に苦手意識を持っ
ており、嫌いな教科は歴史。好きな教科は体育で体を
動かすことが好き。日本が好きで、お寿司をおいしい
と言っていた。好きな音楽は特にないらしい。日本の
アーティストもあまり聴かないそう。絵を描くことが
好きで、Queen、The Beatles の CD のジャケットを
書いたものを見せてくれた。かなり上手かった。学校
の日本語では漢字を勉強しているらしく、自分の名前
を漢字で書いてくれて、字もきれいだった。困ってい
ることは特になさそう。勉強したいことを詳しく聞く
ことはできなかったが、たぶん日本語に触れる機会が
欲しいのではないかと思う。こちらから提示するとい
うよりは、何か勉強したいことあると聞いてみてもよ
いと思う。今回は、一つの話題が深まるというよりは、
浅く広くのような感じだったのでできれば一つのこと
について詳しく聞くのもありだと思う。また、本人が
どんなことを望んでいるのか、どんなことをしたいか
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を聞いてもらうと今日とはまた違った活動ができるの
ではないだろうか。L11に限った話ではないが、あま
りうまく伝わっていないと感じた時は違う言葉に言い
換えるとよいと思う。そんなに気負う必要はなく、兄
弟のような感じで接するとすぐに打ち解けることがで
きるのではないだろうか。担当者が変わって、最初か
らになってしまうのであまり深くは話せないかもしれ
ないが、楽しく喋ってみてほしい。

初めての、外国の子どもと接する場だったのでかな
り緊張していたが、思ったよりもコミュニケーション
も取れ、自分も勉強になったし何より楽しかった。オ
ンラインでやることはかなり難しいことだと思うが、
数をこなしてより楽しく充実したものにしていってほ
しい。これからの学校現場では、外国の子どもがクラ
スにいることも当たり前になってくるだろうし、こう
いったボランティアや活動がもっと広まるとよいと感
じた。日本語の勉強、といっても私たちは日本語の勉
強をしたという意識はないし（国語と日本語は違う気
がする）外国の子どもがどのように学んでいるのか、
どういうことをしたらいいのかが分からないので、具
体的なやり方の例や一度日本語教室などの見学を設け
るなどの工夫をすると、より内容の濃いものになるの
ではないだろうか。また機会があれば、参加したいと
思う。

以上の記録から、S6は外国の子どもと接するのが
初めてで緊張しながらも、中学生の L11から非常に多
くのことを聞き出し、楽しく会話をしていた。S6は
外国人の子どもが学校にいることを想定し、日本語学
習支援の必要性も考えていた。

₅．₇．S₇
S7は₂日目のみ参加で、L11を担当した。

⑵　₂日目の記録
簡単な自己紹介。「さっと日本語クラブ」でもらっ

た漢字プリントの意味を知らない言葉について、意味
を教えた。最初は物静かなのかと思っていたが、話し
ているうちに笑顔を見せてくれた。2019年に日本に来
たと言っていたが、日本語での意思疎通も図れた。学
校では英語、家では母語で話しているとのことだった。
今は英語の勉強を頑張っているようだった。勉強への
意識は高いように感じた。英語と数学の勉強をしたい

といったが、使用している教材が母語であったため、
教えることができないと判断した。漢字の勉強では画
数が多いものは難しいと言っていた。意味は英語で説
明すると、すぐに伝わった。卒業式や学級委員の意味
が分からないと言っていたが、説明したところ、母国
にも同じようなものがあるとのことだった。英語や数
学の勉強がしたいと言っていたので、教材を工夫して
教えることができれば良いのかなと思う。漢字も、継
続して学習できれば良いと思う。難しい言葉は用いず、
比較的簡単な言葉でお話しするのが良いと感じる。

私は L11の国が好きなので、話ができて率直に楽し
い時間だった。もっと話を掘り下げようかなとも思っ
たが、時間的に短く切り上げてしまったのが悔やまれ
る。学習面に関してはすごくやる気があって良いと
思った。これからも継続して漢字の学習を頑張ってほ
しいと思った。漢字の意味を教えるときに、先に述べ
たが、「卒業式」や「学級委員」が母国にもあるのです
ぐに伝わったが、そもそもそれらがない地域で育った
子に伝えるにはどうすべきか考えさせられた。個人的
には絵ややさしい日本語で伝えるのが良いのかなと思
う。卒論で「やさしい日本語」について書いているが、
実際に使う機会があって良かった。今日のような機会
が増えれば、「やさしい日本語」や外国にルーツを持
つ子どもについて関心を持つ人が増えると思うし、実
際に増えてほしいと思う。

　
以上の記録から、S7は L11の漢字学習の支援を行

い、日本語でのやりとりが難しいときには言い換える
など、工夫しながらコミュニケーションを取っていた。
また、やさしい日本語の有効性や日本特有の文化行事
などをどのように伝えればよいのかを考えていた。

₅．₈．S₈
S8は₂日目のみ参加で、L6を担当した。

⑵　₂日目の記録
自国の言葉・住んでいた場所、日本と自国の季節、

夏休みにしたいこと、妹紹介をした。全体的に少し恥
ずかしがりながらも、しっかり受け答えしてくれた。
分からない言葉があれば、ちゃんと分からないと教え
てくれた。基本的な受け答えはできていた。好きな季
節を聞いたとき、理由についても答えることができて
いた。知ってる・覚えてる語彙の数がまだ少ないと感
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じた。今回であれば、春・秋・花火・ケンカ・おばあ
ちゃんという単語が分からなかった。ちなみに、おば
あちゃんはお母さんのお母さんと言っていた。こっち
から言い直したり、言い換えたりすると、思い出した
ような様子がみられた。数の単位が理解できていない。

（₁回を₁枚といっていた。）後半、妹が登場した。妹
の自己紹介も行ってくれた。前回の GOOD ！のポー
ズが気に入ったのか、妹の手でポーズを作って見せて
くれた。話が好きな様子だったので、お話の中で色々
なものの名前を出し、勉強していくと負担感なく沢山
の言葉を覚えられるのではないかと思った。マイクを
使っていたが、時折聞こえない時があった。

前回の方の反省から、笑顔で接することを心掛け
た。シャイな子かと緊張したが、想像以上に沢山お話
してくれて良かった。マイクの聞こえづらさがあり、
スムーズに会話ができなかったのが少し残念だった。
自国の「ありがとう」を教えてくれた。上手く発音で
きなかったら、チャットにアルファベットで発音を教
えてくれた。機能を使いこなしていて、驚いた。今日
が誕生日だったことを嬉しそうに教えてくれて、私も
嬉しくなった。久しぶりに子供の無邪気さに触れ、幸
せな気持ちになった。とても楽しくお話ができてよ
かった。

　
以上の記録から、S8は初日に担当した S5の記録を

読み、L6の個性に配慮し、笑顔で、楽しく話せるよ
うな雰囲気を作っていた。特に、日本語の問題、語彙
に関する言及が多く、L6に日本語が伝わるように配
慮しながら会話を進めていた。

₅．₉．S₉
S9は₂日目のみ参加で、L8を担当した。

⑵　₂日目の記録
日常会話（好きな食べ物 , 動物 , ゲームなど）、会話

の中で出てきた言葉の漢字を教えた。少し緊張してい
たが、色々なことを楽しそうな表情で話していた。挨
拶は出来なかったが、親御さんが画面外にいて、少し
わからないことば等を訳して彼に教えていたように感
じた。漢字を学びたいと言っていた。日本語にまだ不
慣れなようなので、ゆっくり簡単な言葉で彼の関心が
ある話題を掘り下げていく、「勉強」というよりは「話
の練習」をしていくと良いと思う。質問やこちらの話

す日本語が少しでも複雑になると分からなくなるよう
だ。英語は話せるようなので、具体的な質問をしたい
ときはこちらが英語で質問をして、それを日本語で答
えてもらい、日本語を話す練習をしてもらうと良いか
もしれない。
「日本以外のルーツを持つ児童生徒の支援」「オン

ラインでの学習支援」というものは初めてだったが、
非常に楽しかった。正直、手探りでの会話だったの
で、終始表面的な会話になってしまったが、初回にこ
こまで出来ればまずまず良かったのかなと思う。L8
が笑顔を見せてくれたのが、一番の収穫。もし、また
機会があれば今度は一つの話題に絞って話を掘り下げ
たり、目標を決めてそれに向かって勉強をしたりして
みたい。貴重な経験になった。

以上の記録から、S9は外国の子どもと初めて接す
るため、どのような日本語を使えば、コミュニケーショ
ンが取れるのか、L8の問題を観察しながら、手探り
で会話を進めていた。

　

₅．10．S10
S10は₂日目のみ参加で、L2を担当した。 

⑵　₂日目の記録
お互いの自己紹介、会話、会話の中で少しだけ漢字

と算数の勉強をした。常にたくさんの話題について話
をしたが、質問に対して一生懸命答えようとしていた。
しかし、それが好きな理由（例えば好きな食べ物がお
にぎりと答え、なぜ好きなのかを問うた時）を聞くと
わかりませんと言ってしまい、理由まで答えられな
かった。また、「季節」や「国」といった単語を忘れて
いた部分があった。しかし、それを説明すると、一生
懸命聞いてくれる様子が見られた。何の勉強をしたい
のか、何の勉強道具を持ってきたのかを質問したとこ
ろ、何もないと答えたため、たくさん話をしようとい
うことで、たくさん話をした。問いかけに対して理解
し答えようととしていたので、日本語を頑張って勉強
したいと感じていると思われる。今回は L2が勉強で
したいことがなかったこともあり、勉強を教えられな
かったので、次回教えてもらいたいことを持参してき
たら、教えてあげたい。また、日本語を少し忘れてい
るところが多く目立ったため、話をたくさんするのが
良いと感じる。長い会話や少し難し言葉を使うと、「ど

外国人児童生徒を対象としたオンライン学習支援での学生の学び

- 353 -



ういう意味ですか？」と聞かれるので、なるべく文と
単語を簡単にして話すこと。

これまでこのようなボランティアに参加したこと
がなかったので非常に緊張したのだが、L2となんと
かたくさん日本語で話をしようと、いろいろとメモを
取って質問を考えて取り組むことができた。今回は、
L2が理由をこたえられなかったため、一つの話題に
関して掘り下げて話をできず、また、その理由の説明
の仕方もどう話せばいいかを教えられず、一問一答形
式で終わってしまったことが少し残念で、力不足を感
じた。

以上の記録から、S10は外国の子どもと話すのが初
めてで、非常に緊張していたが、L2が質問に答える
ことはできても理由が答えられないこと、長い会話や
難しい言葉のときに日本語が通じないことに気づいて
いた。そこで、文と単語で簡単に話すという、L2と
コミュニケーションが取れるように工夫しながら話し
ていた。

₅．11．S11
S11は₁日目のみ参加で、L1を担当した。

⑴　₁日目の記録
勉強はせず、ずっと日本語でおしゃべりをしてい

た。描いた絵・作った作品の紹介、お父さんが日本語
を勉強している話、歯が抜けた時の話、いとこの話な
どをした。L1は自分から積極的に話をしてくれ、さ
まざまな物をカメラ前にもって来て紹介してくれた。
自分のことを聞いてもらいたい、作品を見てほしいと
いう感じがあり、小学₁年生らしい、かわいい子だっ
た。途中から緊張がほぐれたようで、目を見開いて大
きな声でジェスチャーを使いながら、話をしてくれた。
話が急に変わることが多かったが、上手な日本語で話
してくれた。小学₁年生なので、勉強よりはおしゃべ
りがしたいという感じだった。特に困っていることは
なさそうだ。今日は、ひらがなの練習ができなかった
ので、次回やっていただけるとありがたい。「ならべる」
を「なべらる」、「おととい」を「きのうのきのう」など、
たまに少し変なことばを使うことがあるので、自然に
直してあげてほしい。

最後に行くにつれてどんどん話が盛り上がり、お話
しすることがとても楽しかったので、時間が短く感じ

た。今回だけの参加で、もっとお話ができないことが
残念だが、L1も私も楽しめて良かった。

以上の記録から、S11は L1の話したい気持ちを尊重
し、聞き役に回っていた。その中で、L1の話す日本
語の問題点に気づき、そのフィードバックの仕方につ
いても検討していた。

₅．12．S12
S12は₁日目のみの参加で、L2を担当した。

⑴　₁日目の記録
お互いの自己紹介、軽くお話、算数の計算、漢字の

勉強をした。緊張していたためか、自分から話すこと
はなかったが、こちらから指示したことには正確に答
えてくれた。数や漢字の勉強が得意であったため、そ
の勉強に積極的に取り組んでいた。得意科目だけでは
なく、本人が勉強したい内容の学習を手伝ってあげる
こと。話していて、わからない日本語も多かったため、
できるだけ易しい日本語で話してあげること。

お互い少し緊張し、ぎこちなくなってしまった部分
もあったが、一緒に楽しく勉強することができた。ま
ずは、日本語を通して、仲を深めることが良いと感じ
た。

　
以上の記録から、S12は L2との日本語のやりとりに

問題があるため、やさしい日本語で話す必要性を感じ
ていた。また、人間関係を構築する大切さにも気づい
ていた。

₅．13．学生に見られた気づきや学びについての考察
S1 ～ S12の記録から、次のような気づきや学びが

認められた。
まず、子どもの日本語に見られた問題点の把握であ

る。質問には答えられるが、理由が答えられない、自
分から質問ができない、話すまでに時間がかかる、語
彙不足、分からない、日本語が通じないことがあるな
どである。

次に、子どもとのコミュニケーションの方法につい
ての学びである。子どもにわかりやすい日本語で伝え
ること、難しい言葉をやさしく言い換えることなど、
具体的なやりとりの中で学んだようである。このほか、
文化的な行事などを日本と文化背景が異なる国の子ど
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もにどのように伝えればよいのかを考えておく必要性
も指摘されていた。さらに、子どもの緊張を解き、話
しやすい雰囲気を作ること、子どもとの信頼関係を構
築することなどもコミュニケーションに必要な要素だ
という気づきが多く見られた。

そして、子どもの個性や発達段階に合わせた学習支
援のあり方への気づきである。子どもの年齢に合わせ
て、楽しく学べるように様々な工夫が行われていた。

その他には、不安や悩みを抱えている子どもの心理
面に配慮する必要性などへの気づきも見られた。

₆．事後アンケートの結果と考察

学生向けの事後アンケートの回答は₈名から得ら
れた。

まず、教室の「開催時間」は「ちょうどよい（₅名）」
「もう少し長くてもよい（₃名）」、「₂日間の日程」は
「よい（₄名）」「₂日以上がよい（₄名）」となった。
「個別学習の時間」は「ちょうどよい（₄名）」、「もう
少し長くてもよい（₄名）」となった。以上より、教
室の開催時期、₂日間の日程、個別学習の時間はおお
むね適当であったと考えていいだろう。

次に、教室への参加についてたずねたところ、「と
てもよかった（₇名）」、「よかった（₁名）」となり、
評価が高かった。「参加してよかったこと」として以
下の点が挙げられた。
◦とにかく子供達の楽しそうな表情を見れたことで

す。
◦かわいい子どもたちの姿が見れたこと。頑張ってい

る子どもたちを見て、自分も頑張ろうと思えたこ
と。

◦コロナ禍の現在における日本以外をルーツに持つ子
どもたちの様子がすこし分かったこと。

◦人と関わる良さを改めて感じた。「やさしい日本語」
を意識することができた。

◦出来るだけ簡単な日本語を使うように心がけられた
こと。

◦母国の文化や言語に興味を示すこと。笑顔。ゆっく
り話す。

◦外国の子供が日本語を通じてお話して、外国の学校
について聞くことができたこと。

◦私はこれまで外国の子供と関わる機会がなかったの

で、新しい経験を得ることができてよかったです。
勉強を教える際も、どのような展開で教えたらわか
りやすいかなど考え、子供の様子も見ながら勉強を
進めることができたので、自分自身の自信へつな
がったのもよかったです。

以上より、学生は子どもと日本語でコミュニケー
ションがうまく取れるように、自分が使っている言葉
をコントロールして、ゆっくり話すようにしていたこ
とが分かる。また、子どもの母国の文化や言葉にも興
味を示していた。このほか、子どもとの交流を楽しむ、
指導を工夫するなどについてもよかったこととして挙
げられていた。

次に、「事前にほしかった情報」は以下のようであっ
た。
◦事前に苦手なことや、頑張りたいと思っていること

を知れていたのがとても役に立ったなと思ってい
ます。

◦前回の方の感想があったので、よかった。
◦今回頂いた情報くらいで十分です（2）。
◦子供がどんな用意をしてオンライン学習に臨んでい

るかどうか。
◦個別のルームに入ってはじめて何も用意してないと

なると時間がもったいないように思いました。
◦子どもたちの興味関心がもう少し詳しく書いてある

と話しやすかったですね。
◦どんな教科書を使って、日本語の勉強しているのか

ということ。
◦家族構成

以上より、事前の情報は十分という意見もある一方
で、子どもの興味関心や希望する学習内容、日本語学
習についても知りたかったという意見があった。子ど
もの学習状態に関する情報を事前に収集して、支援に
役立てていく必要があるだろう。
「オンラインでできる支援」には以下の意見があっ

た。
◦勉強を教えるのは、実際に見本を書いたり、本を見

せたりしなければならないため難しい。だが、日本
語のスピーキング力を高めるサポートはできると
思う。

◦書くことより、話す・聞くの指導に向いていると思
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う。
◦日本語を使って会話することや画面共有を使ってホ

ワイトボードに漢字や式を書いて答え合わせをす
るサポート等。

◦画面共有を活かしたサポート（例 : お互いの好きな
ものを PowerPoint 等で紹介）

◦オンラインならではの画面共有をして一緒に問題を
解いたり、テストをして確認したりということがで
きると思う。

◦オンラインのほうが気軽に通うことができるので、
出席率は上がると思う。出席率が上がるので、定期
的に日本語を話す機会が得られると考える。

◦自分の部屋にいながら他人と話すことができるの
で、悩み相談などに有効だと考えました。

以上から、学生は、話す・聞くの練習や画面共有を
利用したやりとりなどがオンライン学習では有効な支
援だと考えていることが分かった。また、気軽に参加
できるため、悩み相談にも有効だという意見もあった。

最後の「また参加したいか」には₈名全てが「はい」
と答えた。参加者の感想やコメントは以下の通りであ
る。
◦楽しかったです！
◦定期的に開催してもいいと思いました。
◦貴重な経験ができました。ありがとうございました。
◦最初は緊張していましたが、実際話してみるととて

も楽しかったです。勉強を教えるのもすごく楽し
かったのですが、もっと子どもたちの好きなこと
やその子の出身国の文化について話を聞ければよ
かったと思いました。

◦今回の教室での活動を通して、外国人の子どもへの
接し方や、指導の仕方について学ぶことができまし
た。このような活動に参加するのが初めてだった
ので最初は不安でしたが、いざ子どもたちと関わっ
てみるとたくさんお話できたり、勉強もスムーズに
行ったりするこができたので、とても楽しかったで
す。子どもたちの勉強をみるということでしたが、
逆に私の方が勉強させてもらったなという感じで
した。今回のこの経験はとても貴重なものになりま
した。今後の私の活動に生かしていけるといいなと
思います。

◦それぞれ個性がはっきりみえて面白かったです。機

会があれば、ぜひまた参加したいです。ありがとう
ございました。

◦こちらとしても気軽に参加出来たのが非常に有り難
かったです。₁日目のアイスブレイクが少し悔し
かったです。充実した₁時間でした。まだまだ話し
たりないことも多かったので、また参加したいなと
思いました。今日担当した子にとっても、充実した
時間であったことを祈ります。
　
以上のコメントから、外国の子どもへのサポート

が初めてだった学生が緊張しながらも、コミュニケー
ションを介して子どもへの接し方や対応の仕方を学ん
でいたことが分かる。また、今回の経験は貴重である
と捉えられていた。

₇．おわりに

本稿では、本学の学生が外国人の児童生徒の学習を
オンラインで支援するという取り組みを紹介し、学生
の記録に見られた学びをもとに、その成果と課題を検
討した。

学生の記録から、（1）日本語に見られる問題点の把
握、（2）子どもとのコミュニケーションの方法、（3）
子どもの個性や発達段階に応じた学習支援のあり方、

（4）子どもの心理面への配慮の必要性、などの気づき
が見られた。事後アンケートの結果からも、学生の記
録で見られた（1）～（4）に対応する結果が見られた。

今回のオンライン教室は、教員を目指す学生に外
国人児童生徒を支援する活動に参加してもらい、子ど
もがどのような問題を抱えているのか、どのような支
援が必要なのかを考えてもらうことが目的であった。
学生の大半は外国人の子どもと接することが初めてで
あった。学生は子どもと日本語でやりとりをしながら、
日本語の問題があることに気づき、わかりやすく伝え
るためにどうすればいいかについて体験的に学んでい
た。また、子どもとのやりとりの中で、母国の言葉や
文化への興味関心も広がっていた。今回は₁日あるい
は₂日間という超短期の体験ではあったが、オンライ
ン教室は学生の気づきや学びを促す上で成果があった
と考えられる。

しかし、体験的な学びだけでは、外国人児童生徒の
指導における専門的な資質・能力を身につけるには十
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